
地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数
Ⅰ．理念に基づく運営 11

１．理念の共有 2

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 3 　○項目番号について
５．人材の育成と支援 2 外部評価は30項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 2 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 1

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 6 　○記入方法
１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 2
　　見直し ［取り組みを期待したい項目］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 1

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 2
［取り組みを期待したい内容］

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 11

１．その人らしい暮らしの支援 9

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 30 家　 族

運営者

職員＝

チーム

＜認知症対応型共同生活介護用＞

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 2530102074

法人名 医療法人　白櫻会

訪問調査日 ２００７年　　　８月　　　３０日

事業所名 グループホーム　さくら

番号に網掛けのある項目は、地域密着型サービスを実施する上で重要と思われる重
点項目です。この項目は、概要表の「重点項目の取り組み状況」欄に実施状況を集約
して記載しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 ２００７年　　１１月　　　１６日

評価機関名 社団法人　滋賀県社会福祉士会

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同
義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みま
す。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

確認された事実から、今後、さらに工夫や改善に向けた取り組みを期待したい
項目に○をつけています。

「取り組みを期待したい項目」で○をつけた項目について、具体的な改善課題や
取り組みが期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。



作成日

【評価実施概要】 【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】

（電　話）

【情報提供票より】 平成19年9月1日）

1 ユニット 人

15 人

（２）建物概要

2 階建ての 2 階　 部分

（３）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

円 円

朝食 円 昼食 円

夕食 円 おやつ 円

（４）利用者の概要（　　8月17日現在）
9 名 男性 1 名 女性 8 名

名 名

名 名

名 名

年齢 平均 89.2 歳 最低 81 歳 最高 100 歳

（５）協力医療機関

グループホームさくらは、大津市郊外の桜谷パークタウンの閑静な住宅街の
中にあり、すぐ隣が設立母体の小金澤歯科診療所となっている。また、近くに
薬局、郵便局とスーパーマーケットがあり生活に便利な所に位置している。介
護事業を始めたきっかけは歯科の訪問診療であった。患者さんの様子を見
て、「夜はどうしてはるんやろ？」とショートステイを始められ、それがグループ
ホームへと発展した。昨年４月からは１階で小規模多機能型居宅介護事業を
始められている。施設長の熱意あふれる導きにより、徹底した個別の対応がさ
れており、職員さんの明るい笑顔とともに、明るい雰囲気のグループホームで
ある。

１．　調 査 報 告 概 要 表

要介護１

開設年月日

職員数

平成　　１５　　年　　１１　　　月　　１０　　日

常勤     ３   人,  非常勤    １２    人,  常勤換算   ６．８  

評価機関名

　　　大津市大石東四丁目５－６

０７７－５４６－５１６７

医療法人白櫻会

　　　グループホーム　さくら

法人名

（１）組織概要

所在地 　　　　滋賀県野洲市冨波乙６８１－５６

重
点
項
目
①

前回評価での主な改善課題とその後の取り組み、改善状況（関連項目：外部4）

前回も同じ評価機関の評価であったが、評価表をお送りした時点で改善され、丁寧な報告を頂い
た。今回改めて確認させていただいたが、理念は見直し、検討されて、分かりやすくなっており、
洗剤等も、カーテン等で工夫し、見えないように配慮されていた。カレンダー・時計等も大きく見や
すいものになっており、目線の高さに置かれている。専門医との連携も密になり、現在、利用者全
員が診察を受けているわけではないが、全員受診に向けて働きかけている。書類についても、か
なり整理が進み、さらに簡素化し使いやすい物にしようと検討、努力中である。

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）

自己評価のためにミーティングの時間を取り、全員が評価に参加した。職員はそれぞ
れが思っていることを言える環境になっている。

事業所番号

事業所名

所在地

    敷　　　　金

訪問調査日

ユニット数

建物構造

［認知症対応型共同生活介護用］

平成　19年9月１日

（※評価機関で記入）２５３０１０２０７４

600

500

100

300

平成19年8月31日

社団法人　滋賀県社会福祉士会　

その他の経費（月額）

協力医療機関名

要介護５

医療法人　緑生会　南大津クリニック

利用者人数

2

1

要介護２

要介護３ 4 要介護４

利用定員数計　　　　 　  　9

   食材料費

家賃（平均月額） 　45,000～55,000　　

   保証金の有無

(入居一時金含む)

または１日当たり　　　　　　１，５００　　　　　　　円

 　　　                  順耐火     　　　　造り 　

○有／無

要支援２

20,000

　  有（　　　　　　　　　　円）　　　　　　　　　　○無

○ 有（　150,000　　円）

　　無

　有りの場合

　償却の有無

2 重
点
項
目
④

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）
自治会に入会し、自治会や敬老会の催し物には積極的に参加している。運営推進会議を開催
し、地域の方にも入っていただいているので、窓口は開いたが、まだまだつながりは一部の方に
限られている。例えば自治会のブロック長まではつながりが出来ても、自治会の一般会員とつなが
りを持つまでには至っていない。外出時に出会ったときなどは挨拶を交わし、話をする事もある
が、気軽に遊びに来てもらえるようにはなっていない。中学生の実習についても、希望している
が、今の所実現していない。アコーディオン演奏や踊りなどの定期的なボランティアには入っても
らっている。

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

利用者の状況を報告している。自己評価についても評価結果、改善意見、その後の取
組みについて報告している。また、地域や家族の要望を運営に取り入れる姿勢はある。

重
点
項
目
③

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）

家族の本音がまだ聞けていないと考えておられ、どうしたら本音を言ってもらう事ができ
るか模索中である。運営推進会議に家族の代表として出てくださっている方があるが、
その方を中心に家族会が持てないかと考えておられる。家族の意見を運営に生かして
いこうとする姿勢は十分に持っておられると感じた。

重
点
項
目
②



２．　調　査　報　告　書

　（   　 　　部分は重点項目です　）

外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

Ⅰ．理念に基づく運営

　　１．理念と共有

○地域密着型サービスとしての理念

地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えて
いくサービスとして、事業所独自の理念をつくりあ
げている

○理念の共有と日々の取り組み

管理者と職員は、理念を共有し、理念の実践に向
けて日々取り組んでいる

○地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、自
治会、老人会、行事等、地域活動に参加し、地元
の人々と交流することに努めている

○評価の意義の理解と活用

運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評
価を実施する意義を理解し、評価を活かして具体
的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

今後も折に触れて話し合い、日々の生活の中で理念にあ
る思いが実践できるように取り組んでほしい。

1

2

管理者の先頭をきっての実践、指導、ミーティングでの
話し合い等で、職員も理念を理解しており実践にむけ
て日々取り組んでいる。職員の面接でも、理念を理解し
実践に取り組んでいる様子が窺えた。

入居されている方々に影響がないように考慮しながら、更
に、地域の相談窓口として門を開いていってほしい。

53

地域の住人の介護相談などには積極的に応じており、
必ず適当な社会資源につなげている。また、子ども１１０
番を引き受けている。自治会に加入し、自治会や老人
会の行事に参加している。散歩の時などに出会えば、
挨拶し、話す事もあるが、遊びに来ていただけるような
関係には至っていない。

74

今回の自己評価もミーティングで話し合って内容を検討した。
事業所の内部にいると見えない部分を、外部評価で第三者に
見てもらい、指摘してもらう事を期待されている。更により良い
グループホームにしていきたいと考えておられる。今回の外部
評価についても職員にはいつもどおりの動きを見てもらうよう
にと念を押されていた。

1

齢を重ねることは、それだけで意義があり尊敬されるも
のだという考えを根底に、日々の暮らしを支える理念が
作られている。「ひとりひとりの古き佳き時代を大切にし
ます。ひとりひとりの想いに寄り添います。ひとりひとりの
今を大切にします。－一部掲載－」というような分かりや
すい言葉でつくられた理念が明示されていた。

85
利用者の状況を報告し、地域や家族の要望や意見を
運営に取り入れている。評価結果、改善意見その後の
取組みも報告している。

2

２．地域との支えあい

運営推進会議は、利用者家族、自治会役員、老人会役員、民生
委員、地域包括支援センター職員で構成されている。地域に根
付いていくために、一つの窓口として会議を開催できて良かった
と言われていた。しかし、たとえば自治会にしても理解してくださり
つながりが出来ているのは役員までで、一般の会員とのつながり
はまだまだこれからである。地域に根ざしたグループホームに
なっていくことを期待したい。

３．理念を実践するための制度の理解と活用

取り組みを期待したい項目



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○市町村との連携

事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外に
も行き来する機会をつくり、市町村とともにサービ
スの質の向上に取り組んでいる

○家族等への報告

事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金銭
管理、職員の異動等について、家族等に定期的
及び個々にあわせた報告をしている

家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

○職員の異動等による影響への配慮

運営者は、利用者が馴染みの管理者や職員によ
る支援を受けられるように、異動や離職を必要最
小限に抑える努力をし、代わる場合は、利用者へ
のダメージを防ぐ配慮をしている

○職員を育てる取り組み

運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成す
るための計画をたて、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

○同業者との交流を通じた向上

運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流
する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上させ
ていく取り組みをしている

7

金銭管理の報告は毎月１回している。暮らし向きについ
ては金銭管理報告時に文書でしたり、必要に応じて電
話で報告している。職員の異動については報告してい
ない。

○

96
地域包括支援センターに困難事例の相談に行ったりし
て連携を図っている。

グループホームが地域密着型サービスに繰り入れられ、
管轄が市町村になった。行政の窓口の人は定期的に代わ
られるので連携をとっていくことが難しいと言っておられた
が、グループホームの現状・課題等を知っていただく努力
はこれからも継続してほしい。

8

年１回開催している「家族会」の時や面会時に管理者が要望等を
聞き取るようにしている。家族アンケートでも、全員が聞いてもらっ
ていると回答している。しかし、管理者は本音が聞き取れていない
と考えている。今は家族会はグループホーム側がお膳立てしてい
るが、家族が自主運営し、施設側と対等に話し合える本来の形に
するにはどうしたらよいかと模索中である。

○

重要事項説明書の中に苦情申立窓口、及び苦情申立機関名が
明記され、契約時に説明されており、またご意見箱も設置してい
る。家族会の時に職員等は入らずに家族だけで話し合ってもらう
と本音が出やすい。後で代表者に要点の報告をしてもらえばよ
い。色々試して家族の本音が聞けるように配慮し、運営に生かし
ていってほしい。

１階が小規模多機能型居宅介護施設となっている。グ
ループホームとはそれぞれに職員を固定しているが、
職員は１階の利用者とも２階の利用者ともなじみの関係
が出来るようにしている。グループホームの職員の退職
等の場合は、利用者のダメージを防ぐために、なじみ関
係のある１階の職員に入ってもらうようにしている。

19

金銭管理・利用者の暮らしぶり等についての報告はされている
が、職員の異動についてはあまり報告されていない。面会の少な
い家族に知らせてもどうか、と言う思いがあるようだが、面会に訪
れた時に、全く知らされていない職員になっていたら家族は不安
になるのではないだろうか。異動の場合、代わった事と名前だけ
でも知らせてほしい。

15

14

グループホーム協議会に加盟しており、勉強会に参加
している。相互訪問等したいとは思っておられるが、現
在の所まだ出来ていない。

 ○

職員がグループホームと小規模多機能施設両方の利用
者となじみの関係になっておくことは、非常時などにも良い
事と思う。異動も無いに越した事はないが、職員の退職時
など十分になじみ関係のある人に後任に入ってもらうよう
にしており、利用者への影響を考え、配慮している。このよ
うな配慮はこれからも続けてほしい。

18

５．人材の育成と支援

10

伝達講習で、管理者が研修してきた事を伝えてステッ
プアップを働きかけている。疑問に思うこと、行き詰った
時等、管理者に相談する体制はできており、何でも話
せる関係になっている。しかし管理者は365日24時間精
神的に拘束されており大変と思った。研修については
余り参加できていないようだ。

 ○
職員が研修に参加し他の施設職員と交流を持つ事は、現
状を再点検できる機会にもなると思うので、研修に参加す
る機会を計画的につくっていってほしい。

9

４．理念を実践するための体制

同業者との相互訪問は、気付きが得られるとても良い方法
であり、職員にとっても新たな目で日々の介護方法を見つ
める事ができる機会となるので、ぜひ、実現に向けて努力
してほしい。協議会の中で、相互の職員の交換研修など、
検討してほしい。

2011



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○馴染みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用する
ために、サービスをいきなり開始するのではなく、
職員や他の利用者、場の雰囲気に徐々に馴染め
るよう家族等と相談しながら工夫している

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共にし、本人から
学んだり、支えあう関係を築いている

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映した介護計画
を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、見
直し以前に対応できない変化が生じた場合は、本
人、家族、必要な関係者と話し合い、現状に即し
た新たな計画を作成している

3716
定期的には３ヶ月に１度見直しているが、状態急変時に
はその都度本人や家族、主治医等と相談して見直して
いる。

2713

出来るだけ一緒に過ごす時間を持つようにしている。その際
に利用者の記憶に働きかける話題づくりを行っている。以前に
扇風機の話が出たとき、初期の扇風機の事を話される利用者
があり、その扇風機の写真を探してきて飾ってあった。又、京
都の事を良く話される利用者のために、京都の風物の写真が
飾られていた。

当日は昼食後アコーディオンのボランティアが来てくださる
ので、全員食堂におられたが、職員は間に入って利用者
と話していた。

2612

以前は１階でショートステイを利用してなじんでもらって
いた。現在は１階は小規模多機能居宅介護施設になっ
ているので、以前のように利用できなくなった。本人や
家族の同意が得られれば、小規模多機能型居宅介護
の利用を勧めている。

更に個別のファイルを充実し、見やすい介護記録にする
にはどうすればよいか模索中である。

3615

介護計画は管理者が立てている。日々の介護記録に、
職員の気付きが書かれており、それらも参考にしなが
ら、また本人家族の意向も聞きながら介護計画が立てら
れている。また、作成した介護計画に対しても、職員が
意見やアイデアを出している。

3314

利用者の言ったことや行動を出来るだけ記録し、その
奥にある希望や意向を抽出するように努めている。記録
方法を変え、ご本人が言ったこと、した事等を細かく記
録するようにしている。何を記録すればよいのかと言うこ
とが職員にも理解されてきた所である。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○事業所の多機能性を活かした支援

本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、事
業所の多機能性を活かした柔軟な支援をしている

○かかりつけ医の受診支援

本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

重度化した場合や終末期のあり方について、でき
るだけ早い段階から本人や家族等ならびにかかり
つけ医等と繰り返し話し合い、全員で方針を共有
している

○プライバシーの確保の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言
葉かけや対応、記録等の個人情報の取り扱いをし
ていない

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

5221

職員側の決まりは出来るだけ少なくしている。一人ひと
りのペースに添った対応が試みられている。訪問当日
はボランティアのアコーディオン演奏があり、懐かしい歌
を皆さんで歌っておられた。普段は昼食後は自室に帰
られて昼寝をされたり、１階へ遊びに行ったりされてい
る。

記録等の個人情報は詰所で保管している。言葉かけや
対応の面では、理念の根幹にある高齢者を尊敬すると
言う事が徹底されており、職員間で言葉遣い等お互い
に注意しあう関係が出来ている。

4318

協力医療機関以外にも家族や本人の希望に基づく主
治医がいる。これまでの生活で長年つながりのあった主
治医との連携を大切に考え、本人・家族の希望に添うよ
うにしている。

3917

協力医療機関以外に、利用者の個人的な主治医を利
用している方もあり、その場合はなるべく家族で通院を
お願いしているが、都合がつかないときは、通院介助を
している。また医療連携体制をとっており、日勤帯には
看護師がおり、病気の早期発見に努めている。

死亡の形として、病死・事故死・自然死の３つが考えられる。グ
ループホームの終末期としては自然死の場合であるが、まだグ
ループホーム内で看取った経験はない。管理者の考えとしては
自然死の場合も最終的には家族は病院を選ぶだろう、ということ
であったが、本人の希望とともに迷っている家族の本音を引き出
し、キーパーソン以外の家族も巻き込んだ、きめの細かい対応を
期待したい。

5020

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

職員の表情は皆明るい。言葉掛けも穏やかで自然であ
る。利用者を大切にしたいと言う気持ちが伝わってくる雰
囲気であった。

4719
重度化した場合の施設側の考え方の指針を作り、家族
に説明している。主治医・家族の相談も行っている。 ○

３．多機能性を活かした柔軟な支援

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

○入浴を楽しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわずに、
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて、入浴を
楽しめるように支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、楽しみごと、
気晴らしの支援をしている

○日常的な外出支援

事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその
日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
している

○鍵をかけないケアの実践

運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵
をかけることの弊害を理解しており、鍵をかけない
ケアに取り組んでいる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を身につけ、日ごろより
地域の人々の協力を得られるよう働きかけている

22

気分がのれば、野菜を切っていただくこともある。盛り分
けや配膳を手伝っていただき、職員も間に入ってさりげ
なく介助しながら食事している。中にはスプーンを利用
する方もあるが全員が自力で食べておられる。

利用者の状態が様々なので、下膳等も出来る方は限られ
ているように見受けた。なるべく出来る方にはお手伝いし
ていただき、感謝を伝えるようにしてほしい。

54

外へ出て行かれることもある、と言うリスクをかかえながら、
鍵を掛けないケアを実践している。幸いグループホームは
住宅街にあるので、前の通りは車の通行が少ないので助
かっている面がある。近隣の住民、商店の人たちに理解し
て頂き、見かけた時には声をかけるなどしていただけるよう
な取り組みをすすめて欲しい。

25

食材は献立材料を業者に入れてもらっているが、それ
でもほぼ毎日買物に出かける。その時には一緒に出か
けている。又戸外の散歩もその方の力に合わせてする
ようにしている。

（４）安心と安全を支える支援

61

個人的な個別の買物（例えばお菓子等）もしている。その
時は、自分で金銭管理している方を除き、お財布を渡し
て、支払っていただいている。お金を払わないで品物を
持って出ようとされる方があり、商店側に説明し理解をして
いただくようにしている。これからも商店や近隣の方々の理
解を深める努力を続けてほしい。

6626

日中は鍵を掛けていない。消防署からは防災の面から、夜間もな
るべく施錠しないようにと指導されているが、防犯の面から、夜間
は簡単な施錠をしている。グループホームは２階にあるが、エレ
ベーターを操作し、階下に下りて外へ行かれる方もある。警察に
お願いした事もあるが、日中は施錠はしていない。2階の非常階
段は危険なのでセンサーがなるようにしてある。

消防署の指導により、年間２回の避難訓練を実施して
いる。避難後の利用者の保護については、自治会に依
頼し、話し合っている。

7127

避難訓練は、利用者も一緒にするのが本当かもしれない
が、あとで混乱し不穏になる方もおられるので、職員が代
わりの役をして行っている。夜間は１階、２階、２名の夜勤
者がいるが、夜間を想定した訓練も行われている。なかな
か覚えられないということだったが、これからも定期的に実
施して欲しい。

24

本人の能力に合わせて家事の役割を持っている。ボラ
ンティアのアコーディオン演奏で歌を唄ったり、やはりボ
ランティアの踊りを見たり、階下へ遊びに行ったり、季節
には花見に出かけたりしている。一人ひとりの生活暦は
家族や本人から聞きだすようにしている。

5723

日に３回入浴時間が設けてあり、好みの時間に入浴し
て頂いている。かなり広い、家庭的な風呂場である。車
いすの方は１階の風呂に入って頂いている。入浴を嫌
がる方が１名あるが、様々な工夫をして入って頂けるよう
に支援している。一人ひとりの状態を把握して個別に
しっかりと対応されている。

59
京都に住んでいるとよくおっしゃる方があり、その方のため
に、食堂の壁に京都の風物の写真が飾られていた。

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援



外部 自己 項　　目
取り組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）
(○印）

取り組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）は、利用者にとって不快な音や光が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

77
献立別の食材を購入しており、カロリーは計算されてい
る。摂食量や摂取した水分の量は自力で飲む方は別に
して、きちんと記録されている。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

28

明るく、季節の花が飾られ、利用者それぞれの思いのこ
もった物が飾られている。畳のコーナーもあり、そこで昼
寝する方もある。明るく、暖かい感じの空間になってい
る。

8330

使い慣れた家具のある部屋もあったが、少なかった。防
災の面から、心身機能の状態に合わせて家族と相談し
て引き取ってもらった物もあるということだった。ご主人
の写真に花と供物が供えられている部屋もあった。それ
ぞれその部屋の住人の方の個性豊かな部屋になって
いる。

8129




